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トラクター雪上運材の作業分栃(研究資料)

Job Analysis of the Log-Hauling �eration by Tractor芯

an�. SIeds on Snow 

By: Laboratory of Forest operation Research 

経 Jt? 書15 作業研究室

はしがき

キょ品験lまうじに実地したトラクターの~tI:来'J I)J • :l;:1'dそのi'Jt抗 l式験に 'J 1続き，その作業実態に

関するご丘中?を件る! 1 1' 1サで， /， ;J じく伏 111 営*，j'}"Jill 瀬営材、将 ':ì~;f人j に去いて， li(1,f;lI 27 年 2)J 5 rl ~ 

16 rl の川に時11\1分杯訓杢を行ったものである。

な主主'， ìMj査に当って多大の|おゴJ を賜った山 ~J(営林清長千fFfJ主 '(r? I;rr~j~~号課長i佐々木1:どr'r， H間

11 i Î.十嵐Jど(i二木村位行， -'1玉川町ltl はじめJJ~Jヰ従業L i ~宇佐に対し厚〈深浦!のたくをと去する。

調査方法

トラクターの運行をr[ t心として，それに附随する+ú込. XJl作業を合めて捌査の対象とし，日

々の実仰j トラクター 4f? に;iJ，'J杢 [1各 1 ;(，が分礼LJ芥乗し p 辿 11 の注材作誌を辿続11寺 il\J分析した。

作業概要

f使史!ハ川lリj トテク夕 {.11;倍. t佐佐正￡-;近立の十h村仙i，~;i浩:2主:与;等等一については収可j出j，(の、判社以it-f介;

せば火のと主沿子りでで、ある。

:出兵凶係:トラクターは 5 Tî , !̂J 1 Tì を予科iî'とし，交代に 1 かを f+:_if(として也'，;;f; 1 ! 1 4 f~ì政

仰j しているが，人 rl はj近転手丸山J-'- 5，司会11;;1 1, ;¥1-11 1ヲより柿成さ iしている。

位氾1~とおit関係. 1:il~2)~ された当路は， ~&材r[ 1のカタピラによる此壊からき l::Ji!M(Jj 不整の地なら

し p 降雪による土佐三塁の除去等を行って，零時I討を地支上約 15~20cm 程度の而さに保ち p さ

らに撒水して，夜IIrJの気温低ドによる:7J(，%古をはかり， ，(誕度並びに支持}J の五1[;1キl乙努めて，走行

抵抗の軽減並びに運行の安全を計っているが，とれら{沿線人;えの涼1<J:)]状況は第 1 夫のとたけで

ある。

干}t込. tP者立関係.詰込地点は伐探点の関係上 3 f/;i処に分れていたが，積込・却を立ともい

すコオしも Nf剰を利 HJ した人力作業であり， 1 事1 1. 3~ 4人で、構成され，交代で両作業に話事してい

るが，その桜問状況は第 1 去のと沿りでるる。
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第 1 表 般jム・卸巻立・[呆線関係作業の稼働状況

自己二 I 5 上~__I _ 7 _L_8__I____9_ _1 ぺI 13と仁 15 i 16 :n. 
正一一込 I 12 I 12 i ・ 12 1 12 I 12 I 6 I 9 I 12 I 12 I 14 I 113 

-~J，'L~ :n: -I 可 -;--17 -1 7 I 一円戸 6 -;--7-1--7-I 7 円J

ーコ見\七子 I 7-- 4 1 6 戸訂汗τl 4 I 2 1 45.5 

{呆
ぺ判 8 I 10 10 10 I 9 I 2. 5 I 8 I 8 !  8 I 10 I 83.5 

計 129.5

第 2 表 経験年数別人員分布 参考ーまでにとれ等作業

1)'の経験年数日リの人口分. .'-::_ ~J送検制I ~3 I ~5 I ~10 I ~20 それ以上| 計
JffJ\:種 1 一三- I 一一一」一一一一一L----=-=- 1 , ':_" U-A_L.I 

運転 1 1 3 イlî を示せばお 2 去のと必

積込卸巻立 5 10 9 1 25 りである (主とする l政手E
保線 632 11 

によりうトけた)。

運行方法 : Ji悦jAは単線で複.~~Jrtfl)なく (沼 1 図参)!({) , _I~.Jl I する u寺は， 1，主奥のもIU6/必に向うト

ラクタ{から )11(jを也って 11\発し， F山にはそのJ逆の lllíîJ予を f~~って前却場に到ttJ， 2~3f~~i処lこ

吠ん"

補正叫

「ロマ;
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て /riJ /I

1 rl の運行川数は 4 ~5/"1 を秘準と-4ftはほぽ/riJ ・行動で)1回を也ってj退行する組織である。

している。

'iVM杢 l(;IJi[ \J r 1 1のトラクター別の実{;]tを示せばお 3 去のとj;;.りである。j近材実的

機種別運材実績(運行回数を示す)
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No・ 1 I 2 5 5 I 5 

No・ 2 5 4 5 5 

No. 3 5 4 5:  5 

No. <1 I 5 : 5 4 I 5 ; 3 

No. 5 I 5 5 4 5 3 

10 

3 

3 

第 3 表

B 7 6 5 
、月日

機品、 | 

合計七726.86

註:上表よりわかるごとく平均して 1 回当り 26.65 石の運材実績(スギ， 21M]材党主とする)であり，

率引段数(土普通 2 fì'である。なお No. 3 車(主第 1 気筒ピストンリング破損のため 10 日以降休

車した。

作業分析結果

大項目の内客

大項目|内 容

上 山|荷釘l場より空犠な率引積込;場到着まで
盈様連結 積込場到着より出発まで

下 山 l 積込場出発後荷卸場到着まで

荷 卸 i 荷卸場到背後，荷卸割議.ìW結の後出発まで

第 4 表の 1JJi IJ の分去fト時1:\1分

析を行った引 I1 の分主J!:!守よ

びその j刊本を示せば泊 4表

(1) 

のとゐりでるる。

第 4 表の 2 小項目の内容

項目 l 内 容

運行の正味I時1:11

機関停止・犠の故時等による運行停止

他トラクタイ亭止のため不得11-:停止命

連絡その他雑務による停止

行
障
待

走
故
手

上

曳行した空援離脱

離脱した空主義を積込場側方に片寄

離脱位置より積込完了中の盈罷を連結する位置につく

盈寝 2 台を連結可能な位置に双方を前後する

トラクダーと段および前・後援問をワイヤーで連結し，さらに掛けたワイヤ{の鼻
とフックとを麻紐で結着する

荷崩を防ぐため荷縦の上に，さらにシメラ{を掛ける

機関始動準備より出発まで

上山中のトラクターがあるため，或いは先行すべきトラクタ{宋出発のため等で‘不
得止休止，積込中のため手待

他トラクタ{の盈罷連結の応援等の雑務

子m

連結拝外し l

空援片寄

方向転換

盈露連桔

連結索掛止

奈佐

シメラ{糾止

出発余裕

子待

山

忍

連

結

様
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上山に準ずる

機関停止・ 1忍の故葎(連結索外れ・1'M崩れ等)による運行停止

トラクタ{工郎、 l土屋の)脱線による!と'lr~

他トラグターのl投降・ IJ$~線或いは道[釦111等のため不得止停止

上山にIí~ずる

行
降
線
持

走
故
脱
手

下s

山

荷細外しより有JBm完了まで

前バチに後バチを重ね合せてトラクダ{に.iili結

2立陸連結に准ずる

他トラクタ{が荷卸中或いは卸巻立iたが巻立 (/1二業 ffJ等のため不得J.!二休11::

I:，t，己 tこ i1g-r る

寺住
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(2) ← j'.;i'己J)分1'J'!玄îfl にしたがい，訓在期日\Jを泊じての各機冊目リ 11uJ当りよいlL:J fJtL，ì[~び lこ稔平均

値を示せばt(Ç5 去のとお「りである。

上表 rjrにその純聞として p 千子Jl1 !~I の ii支えfúを示したが，組屯行をl除L 、ては清白:の !]fii士或いは

子。泣いから各自立の範囲は多様性に 'l;rんで、去り p ととにいやれか 1 台のトラクタ{のÎli~P;t或いは

IJjt*Jj~が長時II\H乙わたるときは，全機の運付能率に影響を及ぼすととになる。

(.'3) すなわち如上の 1 日の;近付能率が比較J'I'-J高い場合と低い場合のん項目日Ijの工杭例を示せ

ば，第 6 去ゐよび第2 図のとゐりである。ととで 2 月 9 日 は 1 H 51úJ総所要時11 \1 70 25' ~54' 

内に各機問とも J[\Cまっているほ Iï'良古f.な作業とJ~Jせされる例で， 2)J 7 日は 1 IJ 4 ír!1，稔Ji!Pgi

lI~fll \1 80 46' ~90 11 内 lとるし前芥より逗行川数が 1111 1 少ないにもかかわら十， :rJ:I:j';次発生頻紫

なためその運材工程が舵l.'Lされた例である。

これら 2 去を泊じて， (!授ミヰ?な立l沫で、のとの州連材の一仁1主管主IP.はかなり改善の余地があり，事

故の軽:t，，&策の実行の必裂がうかがえるが，表 rjrの平均数fn'[は今後の計間予定 1-.安当な fil'[ として

使JiJ N\来ょう。

No2 

2開山

N03 

N:゚  

2R7B 

N,S 

地8

第 2 図運行工程の例( 1 日)
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第 6 表 M 材

\
瞳

\
係
\

ぺ
\
月
日 k 山|日ド山!日14FFll了引

No・ J ， II~伊1 36' I ゲ 15' 46"i 11' 4門 28' 06"i 42' 05/': I ゲ 42"! 13'什 30~ 4~"1 32: 2~"1 
l竺三こし竺~!~I ~~.71 ωi 日! 日 3. I I ω に-__3__1

No.21 12M|4dmiW120I36F l例 14cc ， i U3川 29' 51 か 1 19'， 0~/1 I町村 15"26"1 
フ I~I竺竺い?1Jf121 3.l!-5.11J:三| ・ 3.6 1 日

No. 31M 13~2門 5ぴ叫叫2刊 lグ問 21' I門 l ゲ 5叶 M31418F l判 2ぴ例 lれゲ|
防 2.8110.719.31 4.2! 4.51 3.917.313.914.413.11 

12' lo"i 40' Iゲ 14' 45"1 33' 2C引 11' 4ゲ 26' 10l,i 2 l' 20,,1 44' 4ゲ1 12' 15": 28' 15,,1 
N051%2.819.o|3.:2 1 ~~ 7 ~4 1 .. 2:2 1 ~~ 5:81 ~'4~71 n9~91 '~2:il 

N仏 21"Y:50"j 44:52"1 45:5~"1 29:19" , 18:3~''l 1 43:1~"1 2ぴ 08列 14' 0刊 3ぴ 01 か 43'0判
1%2.418.518.715.513.518.013.812.715.718.11 

lI.T~ ~! 16' おか| 4ゲ 59" ， I 002' I I か 25F lM lYl判 36' 16',1 25' 10か i 29'3刈 22'38"1 IれM
2.71ー~I乙三1_9三1..__'1_1._81_4乙一三三1~1_4.土|二三I~I二土|

Nα4116F35グ12559152F35引 51:O~"I 23' 5ぴ 12:2?"1 43: O~"I 38: I矧 16'55か 20'5ゲl

巴三~I-土日二6 i 9.3 1一三:つ μ7.8 1 人01 3 ・ ~I~I
No・ 5In ， 24:4刊 14' 20": 1013'35"1 3ぴ 50"1 2ぴ 43"1 14' 42か 46' 40"; 2ザ 34引 18'57バ 2 内ゲ|

同 3.91 2.61 13.5 I 5.6 i 3.8 1 2.7 1 8.5 1 5.4 I 3.41 3.91 

|l∞ 2∞ 1 3∞ I 4∞ 1 5∞ |ω01 7∞ I 8∞! 

上 i:F111J41111
山

手 待 14 14 5 5 4 

寺住 8 つ~I~τ1-31-' - 1  1 1-2 I~7-i 

故 l七千三Lぺl三[寸三lJ7l二1
l- 子lJil十-7l71÷lz|

目下

山
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工程の例

一一一一一l 総計|昼休
下山|荷卸|上山|童書|下山 1 荷卸 l 上山|重罪|下山|荷卸 I "'_' "' I 

l伊9ヂ'0ω吋汐; l ザ内4伴4判か列1 1ぽ8ゲれF勺Oω9"か列~I 21ド， 36例か列121ド'0刊 lぽBゲ'3お8川 lげ川7プ内'4必3什 3ゲれ4必5"汐川1 2引l'吋55"例か川1 1ぽゲ l ψ州iけ7" 24'勺29切判州F列州11戸。 2町5' 白
ω|川J土土土一二二二~I~i υ1_4.~11~1 日」三|二三I 1山七

17' 53"1 14' 42引 14'52川 2ぴ 40砂 1 40' 01 か12ぴ 53列 14' 10"1 19' 04"1 3ぴ 49引グ 57"1 r 25' 38内 1 0 25' 02か
つ 3.31 3.31 4.61 9.01 4.71 3.11 4.31 7.21 2.11 100.0 1 

22'3例 11' 4例 15'OC 砂: 24'51 か i 34' 43"j 32' 1 0川 16' 50"1 9' 40"1 35' 29川 13' 57,,1 7" 53' 40,,11 0 14' 47" 
4.81 2.5 1 3.2 1 5.31 7.3 1 6.81 3.6 1 2.01 7.5 1 2.9 I 100.0 1 

16'25": 25' 11"1 13' 10' i 17' 23,r;;;;;1 15' 25引附2州 31' 45竹 25' 40"1 18' 15かい 030' 56"110 12' 05" 
|5.61 2.91 3.81 5.21 3.41 4.31 7.11 5.71 4.61 100.0 1 

2ぴ 3お8グ竹 18ゲ'0ω7川 1 0 44イ'3犯8"例秒川! 47γ'0ω3砂列 1 5' 5臼8川 2引l'川lρ2汐汐:8ゲ。 49ザ， 3幻7川 印， 11汐

」三己土己竺竺1_8竺三し竺

竺竺|白Jy\:三主竺3竺\ゴ主主竺竺!5空竺Fi:戸竺!空空!!fl刊う竺刈r1I;:1:i型竺竺;2空空:!j!!fl到:主2::?2笠?j:2竺三:?±到!T打:1--一二l !〓一」! 1川竺;司当rケ~I~一土l川川Oωy
4必8'3お5かペ1 34' 3お5砂列I 36ゲ， 20"，秒千， 38ゲ'2万5砂列: 58ゲF勺20例Aか列~I 32γ， 39ψ仇/引 I 90 08' 28"1 

6.41 6.617.0110.615.91 1∞ .0 

1 Q59' 1ゲ|五福~I三5' 41竹下石~1.32' 04，， 1玉石二1-1一一一|一一一1 13775ijJI1ZEか
16.414.713.015.815.21 1∞.0 

停止発生度数分布

。 1 ， 000 I 1, 100 I 1 ， 200 い， 300 I 1 ， 4∞ 1 1, 500 1 1 ，ωI 1 ， 7∞| 

ー土-1-一二-I~一二」一二I 7 I 6 I 3 I一二L

二(二三J寸111土1j
三千戸三二三三三114
77771j±寸ーパ土
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(仏ω4ω) ト1-. .下下:1山Ilì定t行作T活ミ1[ドIの伴!止1:1に亡悶ずる 'J川{μJJ貝11に乙ついて， u路;芥H~怜l込弘νí~i!1引淵州州!1印川11川II ,','.î.l 

4せtば抗 7 夫のと 4必訟りでで、ある。

(5) 純走行について， 'FIII の 11/~合!土 300~l ， OOOm の区11:1は沼 3 辿， 1 ,OOOm 以後会よび

300m 以前の 11\1は第 2 辿を大休の椋ìjf; とし， .1 二 111 のJ弓削土全区11:1 を油とみ(Ç 3 辿で~fì~:~lJJヰ.j-近約

100m の 1 1: 1 はtj'>; 2 jiIを if:J IJ しているのが全般を泊じての迎伝ítfil，"]であったが，と(})，Jよ行川~n.f

11 \1の 1 111数日リによる去の有力\~を:J.jとせば箔 8 去のと必りである。すなわち本去によれば"三前':，ムi交を

j呂じ運行辿!立に大差なし 1I !!({による写げriの融雪からくるiiU特は現われていない。

第 8 表 illf子同数別純走行所明i寺1i:Jの走

一エ良~I~J一一数一一一別一 I 2 3 4 5 

kl 平均値 12' 3211 I 13' 13' 05汐 13' 41" 13' 37" 

山際準偏差 士2 08 士 l 30 士 l 43 士 i 29 士 l 35 

ド l 平均依 117 02 25 16 12 17 03 16 50 

山標準侃差土2 46 斗 3 09 士2 50 士 3 21 士 2 39 

緑、 括

← I:;j己の古川Lを泊じて，総1，庁を殺ねてとの日，\lli材作業に対する考察を加えれば人;時Jくのとゐり

である。

(1) 走行作業一一上・下山を泊じ11bl;，1 ドの運転品作であるため， 機関作 rl ーによるm夫が多

く ， 1t{.f'(~恥J Iの場介は全世行作主時I I\ Jqlの 11%で安j::jJコ場合のが) 21汗を示している。また子

f!j昨\:'，\は llえ附. IJjttJ;~ より多く，とれら 2 ~3 x-を合めたものの本作業'1 1にしめろ '，i;iJ合法， _I-_ f[ 1 

ニ 18.3%， ド 11 ，二 30.6，%，で，子待が主として他トラクターの l'líj~t;'，~或いは IJj凶M込らくるおi 欠時11 \1

であるととを'):5-えれば，す~7 去にも示したとたり， -fr:jrJ1tJ 1&法の改 j'i子. Jrtn'riの ~{t1Jm ・機関の改良

盤側f. )ÆìÍ':，rf~誌の改良等によ 1) ，との附の機械作業の生命である，\lli行能率をより 1 ，'1] .1-.するととが

/1'，来るものと二rj-える。な芯純運行辿!支は， -'I~J~J して卜~1 1 ，二 7.4 km/hr , ド 111 =5.8km!hrの数似

を川してたにとの開運材の迎行計画数fn'cとして舟川して芯ズえないものと与える。

(2) 盈倍辿ii古作業一一一運行作業 U:-Jll' ド 01 )むよぴ何止jJ作業の lilJに，別注目i込Jミ側の子で

主権への干j'I'込作業が行われているため，ヂf!H主的込待による防災は少なく運行i主1転不良による

損失が多いがp 平均約 19%で，荷積，1交の検討に附随して起る雑作業と合せてが) 32%をしめる

ととは p なむ作~詰ト画に改良の余地を残しているものといえよう。本作業の大部をしめる主li封;

索掛 11二f;J:，シメラ{掛 11: と合せて約 45%の比率であれ現行の辿緒方法(支献 3 参照)では

運11' 1/'の i，-((P;t発生を最小Ili{JJtに 11:めるためには一概に非難するととは 1I1来泣いが，運転手ゐよ

びJl)J千が， 11j:[i司，宗とフックとを腕紐により f，'i1若しさらに時制の布il強としてシメラー掛けを行

うととは，本運材法の主口的であるより長距維の運材を実行するに当つては p 当;o/.~積込犬 IH~で



トラクダー雪上運材の作業分肝 Uilf究資糾) -227 

れ-)Ilすべき作=4';:;1屯加になるものと以わ;{L ， ~~~;，'fブl_jiよむより~:M予防:r;ilfìの改良を必-~~としているも

のといえる。オなわち，辿去討iJげ!

でも一7叩布削J咋采川さ jれLた例をみ 2る主ととろでで、 (う支苅と匂[献猷 4)λ， -t倍孟十h付村川陥J;品応l11it主jFi主迂芯~:'S全"::1休イ本4の己改文工良主一f白制耐li山il強化策として P ノ今「後の

1 1山|りIト牛-1'検失?可4す-を必必とするものと T考考行汚一える。

(3) 1;;iìll作業一一却を立たによる純荷卸作業が主で， 純作却は木作~~'~全休の約 61 %でる

る。しかし迎行1"1転の能率を向|二せしめる制点からは，主位の予備数量を17加すれば(トラク

ター lff当 1) 31öj分の悼を川立すれば) :81材作業rlrから除去111来る作主である。ごと引の狭目白通

らくる 1'， ;jìPf!j:或いは1i1I:作が， ド 1[1 1[ 11乙合まれるヂ伐にまで影縛しているが，雑作業と合せて

約25%を示す比率は，少なくともほ卸j トラクター台数と l'iJ数の荷iEP地点の設世Ìõ'よぴ、土IA内路

*lí~の拡張から， 減少川来るわけである。

(4) 防1(lÎ と Illtpf;l~--tj'~ 7 夫むよび、抗 1 図からわかるごとし逆(，.J向日 3.5~4.2 %をもっ区il\1

ゐよび川口勾~i~ 5 %1;スー[-.の区Iml亡会いては事故の発生多く，一般的にとの花の週付路としてとれ

らの勾配は不辿と見倣して差支えない。いうまでもなく本辺村法は倍氏而と当路r(Jîとの ì'f'} 1) N~ 

絡を利川しているわけで‘あるから， ~ïf十fI'rjの j・112弘首fI~.J寸/土問視 111束十， ::-lj~~Mf [!lrÎの !i縦圧冬‘よび、1，'位 ;J(

の機や削じ(すなわちトラクターによりローラーを;平日 lずる方法会よび:-)1比木村?をもIt~l;えした位を /'iJ

じくトラクターで辛'j /ずる方法等)は/;告ゴよの川屈とともに運行能率の 1(，]. 1-.の点からも，特に長

距離辿付の実行に当つては ，.rg 1，台:に fll'[する司fffl と Jすえる。なむ!日とか弘法;'，J;(0現地l，μ) スプールの不

毛幼込らきた劫介在三 ~ì: としているが，とれは支l}k') にもはられるごとく，悼の帆mJ をカタピラの

中JLII\I より数十 cm 以上えとして，スプールの村I~.Jギ乞存主J，にするととによし勾，~i~の峰械と州1突

って)ill今けえられるものであり，ひいてはカタピラによるスプールの此竣なきため，走行ほ Ji'cの

減少から淳行|能力のJi't )JII も ~ijJ刊:11 \来るものと)5・えられる。

あとがき

十<';ûM査は当研究室の山IlhfJ ・-村・4己、よび秋川支場政f~~:j主 'I\']l[~ぴに'Mi記!I 1瀬営材、子?:[ji.J~t1来日 31~

が協力して行ったもので，資料の計算はもっぱら三村が分担1 し， UI脇がとりまとめたものであ

‘ァ

-::J。
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連結索掛 11:: (盈霞連結)

一麻紐結びー

シメラ{掛け(盈犠連結)
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手 待(盈犠連結)

ー先行トラクタ{未出発のため，積込点 No.3 において

走 行(下山)

一測点、 1550 附近一
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脱線(ド 0-1)

一荷縄しめ直し。測点 1650 1;付近一

手 待(荷釘J)

一先行トラクター

が荷卸中のため。

土場内側点 10 ß付

近一
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荷卸

走 行(上山)

一測点 130 附近一


